
ポルトガル語を全く勉強したことがないのですが、
大丈夫でしょうか？Q
ほとんどの学生が、入学後に初めてポルトガル語を学びます。会話は外
国人教員が、文法や読み書きは日本人教員が基礎から徹底的に教えます
ので、ご安心ください。A

ポルトガル語と英語、それぞれ
どのくらいできるようになりますか？Q
上記の到達目標を目安にしてください。本学にはMULC、SALCといった
学習施設がありますので、授業時間以外にも語学力を伸ばしていく環境
が整っています。A

ポルトガル語だけではなく
英語も勉強したいのですが、可能ですか？Q
ブラジル・ポルトガル語専攻は、英語も同じ比重で学ぶダブルメジャーの
専攻です。MULCやSALC などの学習施設を利用しながら、両方の語学
力を養うことができます。A

語学の必修授業は、
主に何語で行われるのですか？Q
会話の授業では外国人教員がポルトガル語で、文法や読み書きは日本人
教員が日本語で教えます。3・4年次になると必修授業を自分で選べる
ようになり、外国人教員の授業を選ぶとすべてポルトガル語で行われます。A

あなたのギモンを解決 Q&A

Mon Tue Wed Thu Fri Sat

1時限 
9:00 -10:30

ポルトガル語
基礎Ⅰ（b）

Freshman 
EnglishⅠ(ML)

アカデミック
英語Ⅰ

2時限
10:40-12:10

ポルトガル語
基礎Ⅰ（a） ブラジル研究入門 ポルトガル語

基礎Ⅰ（b）
ポルトガル語
基礎Ⅰ（c）

3時限
13:10-14:40

ポルトガル語
基礎Ⅰ（a）

アカデミック
英語Ⅰ 国際協力論Ⅰ ラテンアメリカ

史概論Ⅰ

4時限
14:50-16:20

Freshman 
EnglishⅠ(ML)

イベロアメリカ
研究入門

5時限
16:30-18:00

オンデマンド：◆  基礎演習Ⅰ

ポルトガル語は世界だけでなく、
日本での活躍の舞台も広げてくれる

　ブラジルは鉄鉱石や石油などの天然資源が豊富で、経済発展も著
しい国です。日本は主に鉄鉱石や食料品などを多く輸入し、ブラジル
へは自動車部品などの工業製品を輸出するなど強い関係が長年続い
ています。さらに発展する可能性に満ちた国です。

コミュニケーションの幅が広がる言語
　ポルトガル語は話者数が 2 億6千万人でブラジル、ポルトガル、ア
フリカ、東南アジアなど多くの国と地域で話されています。ポルトガ
ル語はラテン語から派生した言語で、スペイン語やイタリア語、フラ
ンス語とは姉妹語にあたります。ポルトガル語を習得すると、これら
の言語も習得しやすくなります。日本語＋ポルトガル語＝2 言語とい
うだけではなく、その広がりは3にも4にもなる可能性を秘めているの

です。

あらたな視点や考え方を体得
　ブラジルと日本の関係の歴史は古く、日本に初めて伝わったヨーロッ
パの言語はポルトガル語であり、日本語にはポルトガル語由来の言
葉が多くあります。ブラジルには200 万人以上の日系人がいて、日本
にも20 万人以上のブラジル人が生活しています。海外ではもちろん、
日本国内でも地方自治体や教育機関などでポルトガル語ができる人
材の需要は高まっています。世界各地で話されるポルトガル語を学
ぶことで、英語圏とは違う文化や習慣も知ることができ、あらたな視点
や考え方を体得することができます。

外国語学部

イベロアメリカ言語学科  ブラジル・ポルトガル語専攻
BRAZILIAN PORTUGUESE MAJOR / DEPARTMENT OF SPANISH & PORTUGUESE

必修・選択必修   ●＝地域言語科目   ▲＝英語科目   ■＝研究科目   ◯＝演習科目

Mon Tue Wed Thu Fri Sat

1時限 
9:00 -10:30

2時限
10:40-12:10 統計学Ⅰ

English for 
Multicultural 
Communication

民族・宗教問題
研究 スペイン語特講Ⅰ

3時限
13:10-14:40

ポルトガル語
応用 Ⅰ ポルトガル語総合

English for 
Multicultural 
Communication

4時限
14:50-16:20

ブラジルの
宗教・社会 研究演習

5時限
16:30-18:00 メキシコ研究Ⅰ

必修・選択必修   ●＝地域言語科目   ▲＝英語科目   ■＝研究科目   ◆＝基盤教育科目
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●

▲

▲
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　1年次にはポルトガル語を週5回、英語を週4回、
必修科目として履修します。
　アジア言語学科のインドネシア語、ベトナム語、
タイ語専攻とよく似たカリキュラムの形式をとって
おり、英語の必修科目は他言語専攻の学生と混合
のクラスで学びます。
　研究科目では、広い視野を養うため、「イベロアメ
リカ研究入門」や「ブラジル研究入門」、「ラテンア
メリカ史概論」など、ポルトガル語圏を含むイベロ
アメリカ地域を広く学ぶことをおすすめします。

▶１年次（前期）

　3年次の地域言語科目は「ポルトガル語応用」（必 
修）と「ポルトガル語総合」「スペイン語特講Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・ 
Ⅳ」です。「ポルトガル語総合」は、内容の異なる授
業が複数開講されており、ポルトガル語圏の文化、
社会問題などを扱うものから、通訳案内士試験の対
策を行うものまで内容はさまざまです。自らテーマ
を選択し、語学力と教養を同時に身につけていきます。
　英語必修科目「English for Multicultural Communi-
cation」は、他言語専攻の学生と混合クラスで週2回
行われ、内容の異なる授業が複数開講されています。
　イベロアメリカ言語学科のもうひとつの言語であ
る「スペイン語」もおすすめです。
　3年次からは演習科目も履修します。興味関心の
ある分野をより深く学ぶ機会になります。

▶３年次（前期）

ブラジル・ポルトガル語専攻モデルカリキュラム

必修科目と選択必修科目
（）内は単位数

基盤教育科目（6）は必修科目、学科・専攻指定研究科目（18）は必修・選択必修科目、演習科目（4）は選択必修科目として履修する。

必修

英語科目

Freshman EnglishⅠ・Ⅱ（ML）（4）
アカデミック英語Ⅰ・Ⅱ（4）

4年次1年次

地域
言語
科目

必修

選択
必修

─ポルトガル語基礎Ⅰ・Ⅱ（10） ポルトガル語基礎Ⅲ・Ⅳ（8）

2年次 3年次

Effective Language Learning Course1・2（各1）  Effective Learning Module1・2（各1）  ビジネス英語Ⅰ・Ⅱ（各2）  時事英語Ⅰ・Ⅱ（各2）  
Language Lab（1）  Oral Communication（1）  TOEIC®500演習（1）

TOEIC® 600演習（1）  TOEIC® 700演習（1）  TOEIC® 800演習（2）  TOEIC® 900演習（2）から2単位

選択
必修

Sophomore EnglishⅠ・Ⅱ（ML）（4）
Media EnglishⅠ・Ⅱ（ML）（4）

ポルトガル語総合（各2）
スペイン語特講Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ（各2）から合計6単位

English for Multicultural Communication（4）

ポルトガル語応用Ⅰ・Ⅱ（各2）

─

技能別語学到達目標 

※ブラジル教育省の「外国人のためのポルトガル語検定試験」（Celpe-Bras）は初級レベルが存在しないため、1～3年次では想定しない。

書く

検定等

理解する

話す

読む

聞く

やり取り

発表

ポルトガル語

・ ポルトガル語の新聞、エッセー、メール、ビジネス文書などを読み、理解することができる。
・ 専門的なテーマも含め、抽象的ないし具体的な内容からなる複雑な文の趣旨を理解することができる。

・ テレビ、ラジオのニュースや番組内の会話を理解することができる。
・ 日常的な事柄から大学の講義等の専門的な内容まで、地域的なバリエーションを含め、発話を理解することができる。

・ 時事問題や相手の関心事項に合わせた会話や討論ができる。
・ ディスカッションでは、多様な意見を尊重しつつ、積極的に意見交換をすることができる。

・ 論文を書いたり、報告書や企画書を作成できるようになる。
・ 個人的に関心のある話題や社会的・文化的な事柄について、反対意見や少数意見の長所と短所を示しつつ、論理的な文章を書くことができる。

・ ブラジル教育省「外国人のためのポルトガル語検定試験」〈中級〉以上を目指す
・ CEFR B1-B2レベル相当

・ 自国を含めた世界の社会・文化について論理的なプレゼンテーションやスピーチができる。
・ 社会的、学問的、職業上の目的及び言語使用場面に応じた発言ができる。

4645


